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※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。
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※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

令和７年度　　事後評価シート

当初,6

月補

正,2月

補正

事　項 新型インフルエンザ等対策事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

新型インフルエンザ等の発生に備え、訓練や人材育成、抗インフルエンザ薬や個人防護

具の備蓄、衛生環境研究所の検査体制確保、関係機関の連携強化などの対策強化を一体

的に行い、感染拡大を可能な限り抑制する。

始期 2013

機関 目標値 650

終期

Ｋ  P  Ｉ

医療措置協定（外来又は入院）を結ぶ医療機関数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

実績値 646 機関 実績値 機関

機関

実績値 機関 実績値 機関 実績値 651 機関

機関 目標値 663 機関 目標値 676R  4  年  度 目標値

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
1379 千円

最終現計

予算額
728976 千円

最終現計

予算額

100.2 ％ 達成率 96.8 ％ 達成率
ストック

/フロー
ストック 達成率 ％ 達成率

345905 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 566 千円 決算額 658832 千円千円 決算額 332803 千円 決算額

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 13102 千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因
施設整備等支援も含めた積極的な働きかけを行っているが、その効果が頭打ちになってきていると考えられる。また、外来

対応は診療所がメインだが、新規に開院し協定締結する施設よりも、閉院する施設が多いことも影響している。

総括

見直し方向性 維持

感染症有事に備えるため、今後も継続して協定締結について医療機関に働きかけ、成果の維持・向上に繋

げる。

Ｋ  P  Ｉ

感染症専門医の養成数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 2 人 目標値 2 人 目標値 2 人 目標値 2 人

実績値 人 実績値 0 人 実績値 人人 実績値 1

ストック

/フロー
ストック 達成率 0 ％ 達成率

人 実績値 0

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
37600 千円

最終現計

予算額
38800 千円

最終現計

予算額

0 ％ 達成率 50 ％ 達成率

38800 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 37600 千円 決算額 38800 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額

千円 決算額 38800 千円 決算額

見直し方向性 維持

専門医師育成には所定の研修を修了し試験に合格する必要があるが、現在、感染症分野における専門医師

育成のための研修に５名受講中である。今後も専門医育成には継続した事業が必要であることから、８年

度の執行方法や９年度予算の見直しは想定していない。

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因
専門医師育成には所定の研修を修了し試験に合格する必要があるが、研修に相当の期間を要するため、目標値に達していな

い。なお、７年度に１名専門医の認定がなされている。

総括

当初 事　項 感染制御学講座設置事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

本県の感染症医療対策の充実強化を図るため、愛媛大学に寄附講座「感染制御学講座」

を設置し、感染症分野における専門医療人材を育成する。

始期 2023

終期 2027


